
 

（問１）クジラは絶滅の危機にあるのではないでしょうか？ 

（答）一口に「クジラ」と言っても、イルカ等を含む鯨類には 80 種以上の仲間

がいます。その中には、シロナガスクジラのように、依然として生息頭数

が非常に少ない種類もいれば、ミンククジラのように生息頭数が多い種類

もいます。 

我が国の捕鯨では、国際捕鯨委員会（IWC）科学委員会や我が国の調査研究

によって、食料として利用できるほど十分な生息頭数があることが明らか

になっているミンククジラ、ニタリクジラ、イワシクジラ等が対象となっ

ています。 

また、現在でも資源回復が十分ではないシロナガスクジラのような種類に

ついては、我が国では法令により捕獲を禁止する一方で、調査を通じて生

息頭数、分布、系群構造等に関する研究を積極的に進めています。 

 

 
（問２）捕鯨によって、昔のようにクジラが乱獲されることはないのでしょう

か？ 

（答）我が国の捕鯨では、食料として利用できるほど十分な資源量があるもののみ

が対象となっています。 

しかし、いくら資源が十分にあるとはいえ、無尽蔵に捕獲して良いわけで

はありません。現在、捕獲をしてもよい頭数は、科学者が厳格な科学的手

法を用いて算出しています。ここで算出された捕獲可能頭数は、捕獲以外

の環境変化も考慮するなど、極めて控え目なものとなっています。 

また、これによって決められた捕獲可能頭数は、厳しい監視体制の下、漁 

業者によって厳格に守られており、捕獲が認められた鯨種以外のクジラや、捕

獲が認められた頭数を超えた数のクジラが捕獲されることはありません。 

 

 
（問３）クジラは成長が遅く生涯に生む子供の数が少ないので、商業的な捕鯨に

耐えられないのではないでしょうか？ 

（答）IWC の科学委員会で、多くのひげ鯨類が、年間２～８％の割合で増加して

いることが示されています。捕獲可能頭数は、対象種の生物学的特性や生

態に配慮して控えめに算出され、おおむね資源量の１％未満となっていま

す。また、定期的に対象種の資源状況を調査することとしており、我が国

の捕鯨は、資源に悪影響を与えることなく持続的に鯨類資源を利用してい

くことが可能なものとなっています。 



（問４）世界中の人々が捕鯨に反対しているのに、なぜ日本では捕鯨が行われて

いるのでしょうか？ 

（答）鯨類を含む野生動物を持続的に利用しようとする考え方は、世界の多くの

国が支持しているものであり、世界中の人々が捕鯨に反対しているという

理解は正しくありません。事実、国際捕鯨委員会（IWC）においても、加盟

国の半数近くが鯨類の持続的利用に賛成しており、また、IWC に加盟して

いない多くの途上国がこの考え方を支持しています。 

世界の各国・地域では、それぞれを取り巻く自然環境、生活環境、歴史等

に基づき、固有の食文化を発展させ、維持してきました。日本では、古来、ク

ジラを含めた様々な水産資源を利用してきました。何を食べ物とするかは、

こうした各国・地域の状況や考えが尊重されることが必要です。 

また、実際にノルウェー、アイスランドでも捕鯨が行われているほか、米

国やロシアにおいても先住民の生存に必要なものとして捕鯨を行うことが

認められていることに留意する必要があります。 

水産庁は、鯨類を含め、持続的に利用可能な水産資源があり、その資源の

利用について一定の需要があり、それを対象として漁業を営む者がいる限

り、その資源の適切な管理とそれに関連する産業の健全な発展を図ってい

くこととしています。 



（問５）なぜ日本は IWC を脱退したのですか？ 

（答）IWC では、いわゆる「商業捕鯨モラトリアム」が導入されて以降、条約の

目的（鯨類の保存と捕鯨産業の秩序ある発展（すなわち鯨類資源の持続的

利用））から乖離した議論が続き、捕鯨及び鯨類資源管理に必要な措置につ

いて合意することが出来ず、機能不全の状況が長きにわたり続いていまし

た。 

このような状況に対して、我が国は、鯨類も他の水産資源と同様、科学的

根拠に基づき持続的に利用していくべきとの基本方針のもと、条約の本来

の目的の達成のため、IWC の正常化に 30 年以上にわたり真摯に取り組んで

きました。残念ながら、IWC の正常化の試みはすべて失敗し、クジラと捕鯨

に対する考え方の違いが明らかになるだけで、IWC における機能不全の状

況は一向に改まりませんでした。 

そのため、2018 年９月の IWC 総会において、我が国は、IWC の中で異なる

考えを持つ２つのグループが相互尊重を通じて共存することにより IWC の

正常化を目指す「IWC 改革案」を提案しました。 

しかしながら、捕鯨に反対するグループは自分たちの立場を繰り返すだけ

で、条約の二つの目的のうち「鯨の持続的利用」を顧みることはなく、日

本の提案を拒否しました。その結果、「鯨類の持続的利用の立場」と「保護

の立場」の共存が不可能であることが誰の目から見ても明らかとなりまし

た。 

このような状況を踏まえ、我が国は、科学的根拠に基づく鯨類資源の持続

的利用を目指し、2018 年 12 月、機能不全の状況が 30 年以上にわたり全く

改まらない IWC からの脱退を決断しました。 

なお、我が国は、IWC から脱退しても、国際的な鯨類資源の管理に協力して

いくとの方針は変わりません。我が国の調査船を活用した IWC との共同科

学調査（IWC－POWER）を継続するとともに、IWC や NAMMCO（北大西洋海産

哺乳動物委員会）といった国際機関へのオブザーバー参加や我が国独自の

調査を通じて得られた科学データの提供などを通じて、世界の鯨類資源管

理に貢献していくこととしています。 



（問６）現在、日本での鯨肉の消費量や供給量はどの程度あるのでしょうか？ 

（答）我が国における鯨肉の消費量は、この 30 年間、２～５千トン前後で安
定しており、その一部はノルウェーやアイスランドから輸入しています。 

詳しくは、水産庁ウェブサイトの「捕鯨の部屋」のうち、「鯨肉生産量等

の推移（食料需給表より作成）」の欄をご参照ください。 

 

 
（問７）最近はクジラを食べたことがある人も減っているし、食べたいと思う人

もいないのではないでしょうか？ 

（答）我が国では、鯨肉消費量がこの 30 年間、２～５千トン前後で安定してお

り、その一部をノルウェーやアイスランドからも輸入しているように、一
定の需要があります。 

特に、北海道、東北地方、静岡県、北陸地方の一部、和歌山県、高知県、

下関から九州北部などは、鯨肉の消費が多い地域で、食文化として定着し

ています。 

他方で、いわゆる「商業捕鯨モラトリアム」導入以降の 30 年超の間、我が

国における鯨肉の流通量が限られたため、これらの地域以外では、クジラ

の流通が激減し、我が国に鯨肉食文化があることに実感が持てない方々が

増えてきたように思われます。 

これは水産物に限らず、いわゆる「郷土料理」の多くが、特定の地域だけ

で食されているため、その地域外の方にはなじみが薄く、「食べたい人は限

定的」と判断してしまいがちなのでしょう。しかしながら、このような「郷土

料理」の一つとして鯨食文化が根付いている地域も少なからずあり、私た

ちは、このような食の多様性を認識し、尊重していくことが重要であると

考えています。 

若い方を中心に、クジラを食べたことがない人も多いことと思いますが、

ぜひ、他の水産物とともにその美味しさを知っていただきたいと思います。 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/whale/


（問８）わざわざクジラを食べなくても、他の食べ物を食べれば良いのではない

でしょうか？ 

（答）「食」は、量さえ足りれば何を食べても変わらないというものではありま

せん。世界各国・地域において、それぞれの生活環境、自然環境、歴史等に

基づいて、固有の食文化が発展し、維持されてきました。 

四方を海に囲まれた日本は、古来、クジラを食料としてのみならず、油やヒ

ゲなどを様々な用途に利用し、それぞれの地域で、クジラを利用する文化を

育んできました。 

また、小さな島国で国土の大半が山地であるといった我が国がおかれた状況も

考える必要があります。世界的な人口増加による食料供給の逼迫、畜産動物

の集団疾病の発生など、将来において、世界の食料安全保障が脅かされる可

能性はゼロではありません。このような状況の中、食の多様性を通じて、将

来の食料安全保障のための手段を幅広く確保しておくことは、我が国の食料

安全保障上も重要なことだと考えています。 

 

 
（問９）「捕鯨は日本の文化」だからといって、捕鯨を正当化する理由にはなら

ないのではないでしょうか？ 

（答）もちろん、「文化」だからといってあらゆる活動や行為が許容されるべきで

はありません。しかしながら、「食文化」については、世界のそれぞれの地域

や国の生活環境、自然環境、歴史等にも配慮し、持続的に利用できる十分な

資源がある限りにおいて、その多様性が尊重されるべきと考えます。 

日本では、古来、クジラを含めた様々な水産資源を食用として利用してきて

います。捕鯨はそのための一つの活動であり、「食文化」と同様に、持続的

である限り、尊重されるべきであると考えます。 



（問 10）クジラは、他の動物とは異なる特別な（賢い・聖なる）動物なので殺

してはいけないのではないでしょうか？ 

（答）クジラに限らず、全ての動物がかけがえのない生命を持ち、それぞれが生

態系の中での役割を果たしています。もちろん、生態系の一部である我々人

間も、他の動物の生命を犠牲にしなければ生きていくことはできません。 

一方で、人間は、特定の生き物に特別の地位を与える場合もあります。例え

ば、多くの国で食料とされている牛も、インドでは神聖な動物として崇めら

れています。それぞれの国や地域等において、いかなる動物を食料・資源と

して利用するのか、又はしないのかの判断が異なる場合があり、それが、こ

うした価値観や考えの違いに起因していることを理解する必要があります。 

しかしながら、特定の動物に対する自らの価値観を他の民族や個人に一方的に

押しつける行為は慎むべきと考えます。やはり、それぞれの民族が暮らして

きた地域や国の生活環境、自然環境、歴史等にも配慮した上で、相互に理解

し、尊重する姿勢が大切だと思います。 

 

 
（問 11）鯨肉の需要も捕獲量も少なく、補助金がなければ採算が取れないので

あれば捕鯨はやめるべきではないでしょうか？ 

（答）再開した大型鯨類を対象とした捕鯨業は、他の漁業と同様、適切な資源

管理を行いながら、自助努力を基本に経営を安定させていくべきものと考

えています。 

その上で、31 年にわたり大型鯨類を対象とした捕鯨業が中断されていたこ

とも考慮して、しばらくの間、漁場の探索や漁獲技術の確立などのために

必要な支援を行うことにしました。 

 

 
（問 12）鯨肉を購入したいのですが、どこで購入できますでしょうか？ 

（答）例えば、以下のサイトで自分の住んでいる地域で鯨肉が購入できる店や、ク

ジラ料理を取り扱っているお店を検索することができます。 

くじら総合情報サイト くじらタウン https://www.kujira-town.jp/ 
 
（問 13）大型鯨類の捕獲枠に「水産庁留保枠」というものがありますが、これ

はどういったものでしょうか？ 

（答）漁期中に漁業種類間での捕獲枠の融通や操業時期の調整が必要になる場

合に備え、それを円滑に行うことを目的として、最終的な捕獲枠の合計が

捕獲可能量を越えることのない範囲で留保枠を設定しています。 

https://www.kujira-town.jp/


（問 14）クジラやイルカの肉は水銀汚染されていると聞きますが、食べること

で人体に影響を与えることはあるのでしょうか？ 

（答）生態系の高次に位置する鯨類、特に歯鯨類の鯨肉には、食物連鎖によって

自然界に存在する水銀が取り込まれ、他の低次の魚介類と比較して、水銀

濃度が高くなるものが見受けられますが、一般にその含有量は低く健康に

害を及ぼすものではありません。また、鯨肉や魚肉は、良質なタンパク質

や血管障害の予防等に有効とされる高度不飽和脂肪酸を多く含み、健康的

な食生活を営む上で重要な食材となっています。 

伝統的に鯨肉が多く食されている和歌山県太地町は、鯨肉に含まれる水銀

による町民の健康への影響を調査しましたが（注）、水銀による健康影響は認

められず、むしろ、健康のためには ω-3 系高度不飽和脂肪酸を多く含む鯨

肉を食べた方が良いとの結果が得られました。 

（注）国立水俣病総合研究センター等の協力を得て、平成 21（2009）年度から同 23（2011）

年度にかけて成人を対象に、同 24（2012）年度から同 29（2017）年度にかけて小

学生を対象として、毛髪及び神経学的検査を実施。 

なお、水銀に関する近年の研究報告において、低濃度の水銀摂取が胎児に

影響を与える可能性を懸念する報告がなされていることを踏まえ、厚生労

働省は、妊娠中の魚介類の摂取に関して「妊婦への魚介類の摂食と水銀に

関する注意事項」を公表しています。 

詳しくは、こちらをご参照ください。 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/whale/index.html 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/whale/index.html

